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平
成
２８
年
３
月
舞
踊
公
演

ｏ
ｌ
奥
深
い
〃
踊
り
″
の
世
界
を
堪
能
す
る

簡
素
さ
ゆ
え
に
体
の
動
き
や
姿
形
、

ど
踊
り
そ
の
も
の
を
味
わ
い
、
舞
踊
の
真
髄
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

素
踊
ウ

の
会
。

ヽ
を
広
く
多
彩
な
舞
踊
家
が
集
い
ま
ｔ

演
目
も
御
祝
儀
物
か
ら
歌
舞
伎
舞
踊
の
物
、

作
な
ど
多
様
に
取
り
揃
え
、
豊
潤
な
踊
り
の
世
界
へ
と
皆
様
を
い
ざ
な
い
ま
ｔ

ヽ

血

思

嘲

鶴

臨

コ
一な

同国
騎
誌
には鵬
認
箋
蓬
物
ぽ
舗
韓
鼎
ポ酬駐

林

一
枚
か
ら
受
け
継
い
だ
古
典
と
共
に
創
作
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
ｔ

続

い
て
難
ｒ
眩
踪
理
哺
れ
撮
援
つ
妃
の
美
し
く
も
修
い
恋
物
語
を
描
く

揚
貴

妃

。
五
條
珠
賃
と
藤
蔭
静
枝
は
共
に
三
代
目
の
家
元
。
確
か
な
技
芸
と
豊

か
な
表
現
力
で
独
自
の
舞
踊
世
界
を
築
く
二
人
の
共
演
で
す
ゴ
一一
つ
目
は
、

同
名
の
能
に
取
材
し
た
素
踊
り
の
名
作

木
賊
刈

。
老
境
を
唄
っ
た
曲
で
、

品
の
よ
い
渋
さ
の
中
に
歌
舞
伎
舞
踊
の
幸
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
眈

花
柳

昌
太
朗
は
味
わ
い
の
あ
る
幅
広
い
技
芸
を
持
ち
、
近
年
円
熟
味
を
増
し
て
い

ま
ｔ
四
つ
目
は
、
歌
舞
伎
舞
踊
己
へ駐
征
察
新

の
，ち
手
概

で
ｔ

稽
罐
琺
師
に
茶
汲
女
が
絡
む
、
洒
落

っ
気
と
お
か
し
み
の
あ
る
曲
で
ｔ

尾

上
墨
雪
は
創
作
と
古
典
は
伝
統
の
両
輪
と
の
持
論
を
実
践
し
て
い
る
斯
界

を
代
表
す
る
男
性
舞
踊
家
。
長
女
の
尾
上
紫
は
華
と
実
力
を
備
え
た
次
代

を
に
な
う

一
人
で
ｔ

そ
し
て
揮
尾
を
飾
る
の
は

松
島

日
本
三
景

の
一
つ
を
題
材
に
し
た
変
化
に
富
ん
だ
御
祝
儀
物
。
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者

人
間
国
宝

・
西
川
扇
戒
の
至
芸
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

幕
明
き
は
、
素
踊
り
を
代
表
す
る
人
気
曲
の
一
つ

愧
儡
師

で
ｔ

江
戸

時
代
の
大
道
芸
人
を
描
い
た
風
俗
舞
踊
で
、
様
々
な
役
の
演
じ
分
け
が
眼
目
。

藤
間
掬
穂
は
紫
派
藤
間
流
を
代
表
す
る
女
流
舞
踊
家
で
、
舞
台
の
外
、
普
及

に
も
精
力
的
に
諏
”
蜘
れ
Ｆ
¨
蹴

，
ど
続
ぃ
て
は
、
執
権

・
北
条
鵡
額
ユ
下

野
国
の
名
士

・
佐
野
源
左
衛
門
尉
常
世
と
の
心
温
ま
る
交
流
劇

鉢
の
木

婆

魏

肺

岬

Ｌ

嬰

饗

襲

箋

轟

耀
會

と
し
て
も
活
躍
著
し
い
今
が
旬
の
中
堅
舞
踊
家
で
す
ゴ
ニ
つ
日
は
、

素
踊
り
の
人
気
曲

鳥
刺

で
す
。
今
回
は
劇
中
舞
踊
と
し
て
討
間
が
踊
っ

て
み
せ
た
と
い
フ
初
演
を
意
識
し
て
の
演
出
で
ｔ

若
柳
宗
樹
は
正
派
若
柳

流
の
重
鎮
。
振
付
や
演
出
に
も
定
評
が
あ
り
ま
ｔ

四
つ
日
は
、
明
治

・
大

正
期
の
東
京
の
四
季
を
組
歌
式
に
綴
っ
た

経
雌
耐

，虹
炉
前
の
粋
と
品

の
良
い
下
町
情
緒
に
あ
ふ
れ
た
昭
和
の
名
曲
で
ｔ

坂
東
勝
友
は
流
儀
の
重

鎮
で
重
惇
摯
風
鋒
長
優
れ
た
演
技
力
の
持
ち
主
で
ｔ

そ
し
て
悼
尾
を
飾
る

の
は

名
寄
せ
の
寿

目
出
度
い
も
の
の
名
称
を
寄
せ
集
め
た
清
元
節

の
御
祝
儀
物
で
ｔ

藤
間
藤
太
郎
は
藤
間
流
勘
右
衛
門
派
の
重
鎮
。
品
格

の
あ
る
華
や
か
な
舞
台
で
定
評
の
あ
る
斯
界
を
代
表
す
る
女
流
舞
踊
家
で
す
．

西
川
滅
蔵

昨^
年
の
”
ムロ
か
ら

藤
両
蔵
太
郎

昨
年
の
毎

●^
か
ら
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●入場料金 (全麒 定)

6′200円 /学生 4′300円  19日 20日 セット料金 11′300円 ※同時購入の場合のみ
※障害者の方は2割引です 詳細はチケットセンターまでお問い合わせくださtヽ /※車椅子月スベースがこさいます ご予約時にお問い合わせくださtヽ

0予約開始=2月 11日 (木 祝)午前10時～    [インターネット]
[電話]国立藤1場チケットセンター (午前10時～午後6時 )ハ ソコンhttp://ticket ntliac go ipノ

0570‐07口9900閤謂象観
‐3000々 トフオンhttpプノ■●ket n■ iac go ip′ m

●窓口販売開始=2月 12日 (金 )

國

０
駐
車
場
莞
備

巫別限ら会多驚:な繍綱研髪蘇:帥
0ブレイガイド チケツトびあ0570029999(PC携 常)http:″ p aipl


